
●町議会からの提案に対する対応 

番

号 

会議名 議員名 質問項目 答弁要旨 対応方針・状況 担当課 

1 3 月定例会 津川議員 本人通知制度の事前登録

を町長はじめ、職員が率

先して登録を。 

登録します。 インフォメーションで職員に登録を呼びかけ、現在 14 人が登

録しております。 

文化センター、児童館等の施設にもチラシを置きました。 

住民生活課 

 

2 3 月定例会 清水議員 不法投棄撤去に向けて自

治会と協働での取り組み

を。 

検討します。 自治会が積極的に行う不法投棄撤去について、支援の方法を

検討します。中部産業廃棄物協議会のボランティア作業につ

いては、今年度も引き続き適用となるよう要望します。 

住民生活課 

3 3 月定例会 池田議員 定年後の職員を採用して

は。 

検討します。 平成 26 年度から再雇用制度が導入されることからその中で

検討します。 

総務課 

4 3 月定例会 宮本議員 Ｉ、Ｕターン者の就農相

談への対応は。 

“受け皿”対策とし

て、例えば、お試し

住宅とか相談体制の

充実に努めていきた

い。 

5 月中に実施予定の“農業経営サポート事業”により、就農

相談体制を整備します。 

空き家バンクの活用や空き家調査等データを参考に、Ｉター

ン者等の住居確保のための「お試し住宅（仮称）」の制度につ

いて、検討しているところです。 

産業振興課 

 

5 3 月定例会 奥田議員 新規就農者で借り入れを

して“マイナス”からの

スタートする者への支援

体制を。 

検討します。 就農計画の段階で、農業改良普及所やＪＡ、有識者等で今後

の経営について十分に精査して、適切な指導をしていきます。 

産業振興課 

 

6 3 月定例会 浜本議員 アグリフォーラムでリン

ゴを無農薬で栽培した木

村さんの講演はできない

か。 

アグリフォーラムに

ついては実行委員会

の中で検討してもら

いたい。 

実行委員会に講師を紹介します。 産業振興課 

 



7 3 月定例会 浜本議員 グリーンツーリズムを地

元のこどもで実施して

は。 

検討していきたい。 町内のこどもを対象として、グリーンツーリズム研究会が実

施しております。この経験を活かしながら、町内外での実績

を伸ばしていきたいと考えております。（今年度は既に行事予

定が作成されているので困難かもしれませんが）教育の一環

として、教育委員会や学校を通して、周知していきます。 

産業振興課 

 

8 3 月定例会 石丸議員 スポーツ表彰の基準を緩

和しては。 

スポーツ表彰の大人

の推薦基準はスポー

ツ審議会などで協議

します。 

12 月の推薦依頼までに、スポーツ振興審議会を開催し協議し

ます。 

生涯学習課 

9 3 月定例会 前田栄治 

議員 

図書館空調設備更新工事

で、全館一括管理型と、

個別対応型を充分に検討

し発注を。 

発注にあたっては、

今回見積もり徴収業

者以外の業者から、

全館型と個別型の見

積もりを徴収し、そ

の後それぞれのメン

テナンス性、ランニ

ングコスト等のメリ

ット・デメリットを

検討し発注します。 

比較検討を実施し、6月に発注する予定です。 生涯学習課 

10 3 月定例会 浜本議員 公民館大栄分館の雨漏り

工事を早く。 

予算可決後、新年度

早々に発注し、早め

の効果の発現を図り

ます。 

4 月発注準備、5月上旬発注、6月中の完成を予定しています。 生涯学習課 



11 3 月定例会 飯田議員 大野自治会が北条文化会

館を使用する際の基準等

を設けるべき。 

当時の設立経過よ

り、現在使用料を徴

収していませんが、

今後速やかに自治会

と協議します。 

北条文化会館のあり方について自治会と協議を進めていま

す。 

生涯学習課 

12 3 月定例会 石丸議員 由良川イカダレースは上

流からの出発に戻すべ

き。 

新年度早々に実行委

員会を立ち上げ、昨

年開催した意見交換

会の意見も参考とし

ながら協議します。 

5 月開催予定の実行委員会で協議していただきます。 

大会は、8月 4日（日）に開催を予定しています。 

生涯学習課 

13 3 月定例会 津川議員 孤立無業 

・自治会からの情報 

把握出来ないか。 

民生委員、福祉推進

員など相談できる体

制とりたい。 

町報等で周知しま

す。 

4月 11日の民生児童委員協議会の定例会で報告および協力依

頼をしました。 

 

県の支援体制については、7月の町報に掲載する予定です。 

福祉課 

14 3 月定例会 奥田議員 ふるさと館から帰る人の

声を聞くべき。 

聞いていきたい。 ふるさと館入館者から意見を引き出す方法（アンケート等）

について検討します。 

政策企画課 

15 3 月定例会 浜本議員 北条健康福祉センターを

健康診断に利用できない

か。 

意見を聞いて検討し

たい。 

3月 16日の施設利用を希望する団体等との意見交換会を踏ま

え、町民にとって有益な利用が出来ないか検討しています。 

政策企画課 

16 3 月定例会 前田栄治 

議員 

北栄砂丘まつりに未利用

地を利用しては。 

実行委員会に伝えま

す。 

北栄砂丘まつり実行委員会で検討していただきます。 政策企画課 

17 3 月定例会 津川議員

ほか 

ふるさと館の体験農園、

花壇苗を活用すべき。 

体験農園の花壇苗の

活用を検討します。 

専門家や地元関係者と協議を進めます。 政策企画課 

18 3 月定例会 飯田議員 ふるさと館の入館目標設

定が低すぎる。 

7 万人にとどまらず

8 万人以上を目指し

催事内容の早期確定、積極的な広報、展示内容の魅力向上な

ど、集客シーズンに間に合うように対応します。 

政策企画課 



て努力します。 

19 3 月定例会 前田栄治 

議員 

ふるさと館館長の期末手

当に係る支給基準が必

要。 

何らかのルールを検

討します。 

有料入館者数を基本に、支給の可否も含めた業績連動型の支

給基準の設定を検討します。 

政策企画課 

20 3 月定例会 石丸議員 （コナン通りのソーラー

照明灯）風力発電で安価

のものもある。調査を。 

調査して費用対効果

が高い方を取り入れ

て実施します。 

他の設置自治体の聞き取り調査や風力発電とソーラー照明灯

のコスト確認を行い、可能であれば風力発電を取り入れるこ

とも検討します。 

政策企画課 

21 3 月定例会 井上議員 大栄小学校に設置される

発達通級指導教室に通う

ことになる北条小学校の

児童の通学を支援するこ

とを考えてはどうか。 

基本は保護者による

送迎ですが、これか

ら保護者との入級相

談をはじめるので、

その中で話を聞いて

みます。 

4 月のＰＴＡ総会において、発達通級指導教室設置の説明を

行い、その中で通級教室への送迎は原則保護者が行うことを

説明しました。 

現在、通級教室への入級を予定している児童は 3 名ですが、

今のところ送迎が困難である家庭はありませんでした。 

教育総務課 

22 3 月定例会 池田議員 給食センターの運営はど

うするのか。 

4 月に検討資料をお

渡しし、説明させて

いただいたうえで、

調理部分についての

委託を進めていきた

い。 

5 月 9日に検討資料の説明をさせていただきます。 教育総務課 

23 3 月定例会 池田議員 教育委員長の席を設ける

べきではないか。 

席の設置について検

討したい。 

第 6会議室を、教育委員会室としました。 教育総務課 

24 3 月定例会 山下議員 学校等の芝生管理につい

て。 

児童の安全を第一に

考えて消毒などを行

っていきます。 

消毒剤の安全確認を行うとともに、実施日については子ども

のいない日で調整します。 

教育総務課 



25 3 月定例会 長谷川議

員 

北条小学校のＦＦ暖房機

は、更新するではなく、

ペレットストーブの導入

の考えは。 

ペレットストーブで

対応できるのであれ

ば、導入を考えたい。

その場合、当初予算

額では不足するの

で、補正をお願いす

ることになります。 

現在、北条小学校北校舎ではＦＦ暖房機を 12 台配備してお

り、全体でシステム化されています。したがって、更新にあ

たっては同機種で更新したいと考えています。 

また、ペレットストーブは、平成 19 年 3月策定の北栄町環境

基本計画の中で導入を図ることが定められており、導入目標

が平成 28 年度までに 5台に対し、既に北条小・大栄小で７台

導入しております。 

教育総務課 

26 3 月定例会 池田議員 下水道使用料の改定 

・審議会を隠れ蓑にせず、

現状と経費削減状況を町

民へ十分に説明を。 

説明します。 町の方針を整理し、住民説明会を実施します。 地域整備課 

27 3 月定例会 池田議員 下水道施設の維持管理 

・合特法がネックになっ

ているが 1 社随意契約で

はいけない。先進自治体

の研究を。 

研究したい。 他自治体の例を調査し、本町において適切な方法を研究しま

す。 

地域整備課 

28 3 月定例会 前田正雄

議員 

下水道使用料の改定 

.・上下水道を連係した徴

収事務及び汚泥量の削減

や再利用（中部一円）の

検討を。 

・処理場に太陽光発電の

導入の検討を。 

 

検討したい。 

 

 

 

検討したい。 

 

他自治体を参考にしながら本町に適した方法を研究します。 

 

 

 

調査研究します。 

地域整備課 

 

 


